
北九州市環境首都総合交通戦略
（北九州市地域公共交通計画）

計画改訂について

令和 ８年 ３月３０日

資料１



【現計画】



改訂に向けた検討スケジュール



北九州市環境首都総合交通戦略の改訂に向けた検討スケジュール 3

Ｒ７年度 Ｒ８年度

環境首都
総合交通
戦略推進
連絡会

第１回 【今回】第２回

・現計画の
進捗状況

・現計画の
改訂に向けた
進め方

・公共交通を取り巻く
社会情勢の変化

・計画改訂で考慮すべき
新たな視点

・計画改訂の方向性(案)

に関する意見交換

R7年8月

・第２回連絡会
での意見を反映

・具体的な交通施策

に関する意見交換

第３回

R8年3月

・第３回連絡会
での意見を反映

・目標値(KPI)の設定
・計画(改訂案)

に関する意見交換

第４回

計画(改訂)

市民意見募集
(パブリック
コメント）

R8年8月頃 R8年12月頃



現計画の振り返り



現計画の振り返り（計画概要）

移動手段
の提供

まちの
賑わい創出

環境負荷
の低減

交通渋滞
の緩和

地域公共交通に求められる役割

人口減少
マイカー
利用者
の増加

公共交通
利用者
の減少

運転手の
不足・
高齢化

交通事業者の経営環境の悪化

計画期間 令和３年度から概ね５年間（令和８年度）
交通理念 環境にやさしく安心して移動できるまちを目指して

～使おう公共交通・かしこくマイカ―利用～
基本方針 （１）持続可能な公共交通ネットワークの強化・充実

（２）利便性の向上・環境にやさしい公共交通の利用促進
（３）誰もが使いやすい公共交通の実現
（４）公共交通を支える道路環境の充実

北九州市環境首都総合交通戦略（北九州市地域公共交通計画）の策定
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現計画の振り返り（計画策定以降の動き・社会情勢の変化） 6

・社会動態プラス
・自然動態マイナス

・アフターコロナ
リモート会議の定着

・労働規制強化
（2024年問題）
・担い手の不足

・事業経費の増加 ・車両更新
・設備改修

交通事業者の経営環境の悪化が加速

負の循環

交通事業者の経営努力だけでは地域の移動手段の確保は困難

・コロナ以降で
一定数が
車移動に

人口減少
高齢者増加

公共交通
利用者の
減少

運転手の
不足・
高齢化

物価・
人件費
高騰

施設・
設備の
老朽化

料金改定
（運賃値上）

減便
路線廃止

時間帯空白
の発生

利用者の
減少

満足度の
低下

マイカー
利用者の
増加

移動手段の
喪失

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ
の喪失

まちの
衰退

サービス
レベルの低下
（特に郊外部）



現計画の振り返り（計画目標の達成状況）

計画目標

指標値

計画目標値
（指標）

実績値
＜現在＞

現況(R3) 計画(R8) 適 用 適 用

公共交通
人口カバー率

86.3％ 86％
約86％
を維持

H27国勢調査人
口メッシュデータ
（125mメッシュ）
を適用

（R6）
86.9％

R2国勢調査人口
メッシュデータ
（250mメッシュ）
を適用

人口10万人あたり
の公共交通利用者数
（１日あたり）

3.8万人/10万人
（公共交通利用者数

R1:37.0万人/日）

3.8万人/10万人
を維持

約3.8万人
/10万人
を維持

R1公共交通利用
者数とH27国勢
調査北九州市人口
(H27:96.1万人)
を適用

（R6）
3.3万人/10万人
(31.1万人/日)

R6公共交通利用者
数とR2 国勢調査
北九州市人口
(R2:93.9万人)を
適用

公共交通に
対する満足度

66.1％ 70％
約70％
に向上

R2年度 第2回
市政モニター
アンケート結果
(問25-2)を適用

（R6）
60％

行政評価に係る
市民アンケート
調査（R7.3）結果
(問11)を適用

運輸部門CO2

排出削減率 (※１)
排出量197万t
(平成25年度)

排出量118万t
（79万t削減）
(令和12年度)

約40％
の削減

北九州市地球温暖
化対策実行計画の
運輸部門の
計画目標値

（R4）
排出量154万t
（43万t削減、
22％削減）

計画目標の達成状況（令和6年度時点）

7

※１ 算定の基としている各種統計データの遡及修正、使用するデータの変更等により、過年度の値が変更される場合がある。



人口１０万人あたりの公共交通利用者数（１日あたり）の目標値で

ある約3.8万人/10万人を下回っている状況。新型コロナ以降、

徐々に回復傾向であるものの、生活スタイルの変容などにより、

コロナ禍以前の利用者数まで回復していないことに加えて、

運転手不足による減便や運賃値上げなどが一因として考えら

れる。
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目標値である約86％を維持している状況。

現計画の振り返り（計画目標の達成状況） 8

≪現況の公共交通人口カバー圏域、公共交通空白地域≫

注 人口10万人あたりの日利用者数は、
各年度の公共交通利用者数を国勢調査人口※で除して算出
※ H25～H26はH22国勢調査人口、H27～R1はH27国勢調査人口、

R2～R6はR2国勢調査人口

≪人口10万人あたりの１日公共交通利用者数の推移≫

計画目標の達成状況（令和6年度時点）

人口10万人あたりの公共交通利用者数（１日あたり）公共交通人口カバー率

≪R6年度公共交通人口カバー率≫

4.0 3.9 4.0 4.0 3.9 3.9 3.8 

3.0 3.1 3.2 3.3 3.3 

目標値
約3.8万人/10万人

R2人口 構成比

北九州市全体 936, 597 100. 0%

公共交通カバー圏域 814, 040 86. 9%

空白地域 122, 557 13. 1%



R4年度実績で排出量は154万ｔ、削減率は約２２％となっている。

このままのペースで削減が進めば、目標（R12年度に約40％削減）

を達成できる見込みであり、引き続き、削減に向けて取り組んでいく。

R6年度調査で公共交通に対する満足度は約60％となっており、

目標値の約70％を下回っている状況。

運転手不足に伴う減便等による利便性の低下、運賃値上げ

などが、満足度が低下した一因として考えられる。
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とても感じている ある程度感じている どちらともいえない

あまり感じていない ほとんど感じていない わからない・無回答

（1,082人）

（134人）

（142人）

（141人）

（79人）

(回答者数)

現計画の振り返り（計画目標の達成状況） 9

資料：H22、H27、R2、R4：市政モニターアンケート
R6：行政評価に係る市民アンケート調査

問 「北九州市内の公交通機関（電車、バス、モノレール、タクシー）での移動は
便利であると感じますか。」

≪公共交通に対する市民の満足度調査≫

R2年度 R4年度 R6年度 増減(R6-R4)

便利である 66％ 70％ 60％ 約10％低下

どちらともいえない 13％ 10％ 21％ 約11％増加

感じていない 18％ 19％ 18％ 約 1％低下

資料：北九州市

注1 端数処理により合計が一致しない場合がある。
注2 推計に用いている各種統計データの見直し等により、数値が変更される場合がある。
注3 H25年度：「北九州市地球温暖化対策実行計画」(計画期間:R3～R12年度）

における基準年

（単位：万トン-CO2）

計画目標の達成状況（令和6年度時点）

公共交通に対する満足度 運輸部門CO2排出削減率

（％）
63％

65％

66％

70％

60％（10％低下）
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交通機関 運賃改定 主なダイヤ改正（減便）

ＪＲ九州
R7. 4改定（+14.6％）

_営業キロ(1～3㌔)料金_170円⇒200円
R4.9:12便減
※R7.3_ 6便増(門司港～小倉)

北九州モノレール
R8. 4改定予定（+15.5%）

_営業キロ(1～3㌔)料金_210円⇒230円

筑豊電鉄
R6. 9改定（+ 5.6％）

_初乗運賃210円⇒220円
R7.3:一部の時間帯で減

西鉄バス北九州
R6.  1改定（+11.9％） _初乗運賃170円⇒210円

R7.10改定（+ 5.2％） _初乗運賃210円⇒220円
R4:2路線減 R5:1路線減 R6:1路線減

北九州市営バス
R8. 4改定予定（+18.7％）

_初乗運賃190円⇒240円
R5:2路線減

タクシー
(北九州タクシー協会)

R7. 7改定
_初乗運賃610円(～1,040m)

⇒700円(～1,094m),253m毎に80円加算(一部除く)

―

現計画の振り返り（公共交通機関の運賃改定・減便状況）



MaaSなどのデジタル技術を実装する「交通DX」、

車両電動化などを推進する「交通ＧX」、

地域の関係者の連携と協働を通じて（３つの共創）、

利便性・持続可能性・生産性を高め、地域公共交通のリデザイン

（再構築）を推進

（R6年５月公表）

現計画の振り返り（計画策定以降の動き・国の動き） 11

交通空白解消に向けた地域公共交通の「リ・デザイン」

新たな概念等

国土交通省「交通空白」解消本部 （R6年７月設置）

〇 地域の足対策
全国の自治体において、タクシー、乗合タクシー、
日本版ライドシェア、公共ライドシェア等（以下、タクシー等）
を地域住民が利用できる状態を目指す

〇 観光の足対策
主要交通結節点（主要駅、空港等）において、タクシー等を
来訪者が利用できる状態を目指す など

【参考】交通空白の考え方の変化

従来、交通空白地帯は駅やバス停からの距離を基準に定義されていたが、
近年では距離的要件に加え、「時間帯による交通空白」の概念が登場

※地域公共交通会議に関する国土交通省としての考え方について【R6.9通達】
「少なくともタクシーが恒常的に３０分以内に配車されない地域は

交通空白地に該当」

官民の連携
交通事業者間

の連携

他分野
との連携

交通空白の概念の変化

（時間帯による交通空白、
タクシーへの注目度アップ）

「交通空白」解消・官民連携プラットフォーム（R6年11月発足）

自治体、交通事業者、幅広い分野の企業等による連携・共同体制を

構築し、交通空白の解消に向け、実効性・持続可能性のある取組を推進

地域公共交通
リ・デザイン
（再構築）



Ⅰ 「稼げるまち」の実現
北九州市の魅力を全国に発信し、北九州市を訪れ、その魅力に触れて、
関心を高め、体験してもらう取組を強化。
また、未来産業の集積や、市内企業の生産性向上、スタートアップの
創出など、企業活動の進出や拡大を通じて、誰もが活躍できるまちを実現

現計画の振り返り（計画策定以降の動き） 北九州市新ビジョン、基本構想・基本計画の策定12

つながりと情熱と技術で、「一歩先の価値観｣を体現するグローバル挑戦都市・北九州市

Ⅱ 「彩りあるまち」の実現
多様なライフスタイルニーズの高まりに応えるため、民間の投資や
開発などを喚起し、魅力的な街並みや住環境、教育環境、
文化芸術・スポーツに接する環境、観光などのコンテンツを充実させ、
自分らしさを大切にできる、多様な選択肢があるまちを実現

～稼げる「基盤」をつくる～

まちなかへの居住や、沿線開発などを誘発
するための公共交通（幹線軸）の強化

～彩りある「空間」をつくる～

選ばれる「住まい環境」を創出するための
公共交通の利便性と持続可能性の向上

～暮らしの「安心」を支える～

郊外部など、公共交通の不便地域における
移動手段の確保

まちなかへの居住や沿線開発などを通じて
人が集まり、経済が活性化する好循環を演出

将来にわたって暮らし続けたいと思われる
「選ばれ続けるまち」の実現

暮らしやすい持続可能な地域社会の実現

Ⅲ 「安らぐまち」の実現
「稼げるまち」や「彩りあるまち」の実現による“成長の果実”により、
生活の基盤である安全・安心な暮らしを確保・充実するとともに、
人々がお互いを尊重し、支え合い、心豊かに暮らすことができるまちを実現

北九州市・新ビジョン（北九州市基本構想・基本計画）（R6年３月策定）

北九州市が目指すべき都市像

目指す都市像の実現に向けた３つの重点戦略 重点戦略を踏まえた公共交通施策の方向性



計画改訂の方向性（案）



計画改訂の方向性（課題解決に向けた計画改訂のポイント） 14

（１）持続可能なまちを形成するための移動手段の確保

（２）地域の特性（まちなか・郊外部など）
に応じた交通のサービスレベルの確保

（３）将来にわたり公共交通を維持・確保する
ための公共交通ネットワークの再編と
交通モード間の連携強化

（４）担い手不足の解消

（５）交通ＤＸの推進

（６）公共交通利用者数の確保（利用促進）

（７）市民・企業・交通事業者・行政の

役割の変化と連携強化

課題解決に向けた取組の視点

官民の連携
交通事業者間

の連携
他分野

との連携

（時間帯による交通空白、
タクシーへの注目度アップ）

公共交通を取り巻く社会情勢

公共交通
(幹線軸)
の強化

公共交通の
不便地域における
移動手段の確保

主要幹線の強化

幹線の維持

幹線と支線の連携

タクシーの活用

他分野輸送資源
の活用

官民連携による
担い手の確保

各主体の連携と共創

立地適正化計画
との連携

新たな視点

改訂のポイント
Ⅰ 「稼げるまち」の実現

まちなかへの居住や沿線開発などを
通じて人が集まり、経済が活性化する
好循環を演出

Ⅱ 「彩りあるまち」の実現

将来にわたって暮らし続けたい
と思われる「選ばれ続けるまち」
の実現

Ⅲ 「安らぐまち」の実現

暮らしやすい持続可能な地域社会
の実現

地域公共交通
リ・デザイン

安心して移動できるまち、サステナブルな成長を続けるまち など実現したいまち

人口減少
高齢者増加

交通空白の概念の変化物価・
人件費
の高騰

施設・
設備の
老朽化

マイカー
利用者
の増加

公共交通
利用者
の減少

運転手の
不足・
高齢化



（１）持続可能なまちを形成するための移動手段の確保

豊かな暮らしと経済の好循環を実現するため、まちなか居住を進めるまちづくり（立地適正化計画）と一体となって、

市民の日常生活や社会経済活動を支える重要な社会インフラである公共交通の利便性を高めていくことが重要。

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 15

【立地適正化計画】
・ 生活、医療・福祉、業務機能など、

都市機能の誘導・集積
・ 公共交通沿線への居住の誘導

【地域公共交通計画】
・ 公共交通の維持・確保
・ 公共交通の利便性の向上

豊かな暮らしと
経済の好循環を実現

連携



（２）地域の特性（まちなか・郊外部など）に応じた交通のサービスレベルの確保

地域の特性に応じて提供すべき公共交通のサービスレベルを確保するために、地域ごとの公共交通需要を見極め、

関係各主体がどのようなことに取り組むべきかという視点での検討が必要。

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 16

■地域に応じた関係主体が
取り組むべき事項



（２）地域の特性（まちなか・郊外部など）に応じた交通のサービスレベルの確保

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 17

担い手不足の解消

公共交通ネットワークの再編

不便地域(郊外部)の移動手段の確保

サービス水準の確保に向けて
解消すべき課題

凡 例
主要幹線

概ね15分間に1本以上の頻度

幹線
概ね30分間に1本以上の頻度

支線
主要幹線、幹線上にある最寄りの
バス停や駅等へ接続する路線

地域交通
おでかけ交通等で確保する交通手段

個別輸送
他分野の輸送資源等の移動手段



（２）地域の特性（まちなか・郊外部など）に応じた交通のサービスレベルの確保

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 18



（３）将来にわたり公共交通を維持・確保するための公共交通ネットワークの再編と交通モード間の連携強化

将来にわたり公共交通を維持・確保していくには、鉄道、モノレール、バス、タクシーなどの交通事業者や行政が連携して

利用しやすく便利な公共交通ネットワークへの再編が必要。

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 19

■目指すべき交通ネットワークのイメージ（素案）

主要幹線軸

幹線軸



（３）将来にわたり公共交通を維持・確保するための公共交通ネットワークの再編と交通モード間の連携強化

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 20

資料：R2国勢調査（250ｍメッシュ）

■ 交通空白地域の定義の整理（検討イメージ）

■タクシー営業所の位置図

国は「交通空白」の定義を明確に定めておらず、地域の実情を踏まえた検討が必要としている。現在の北九州市の「公共交通空白地域」

の定義では“時間帯による交通空白”や“タクシーによる移動”を考慮されていないため、改めて定義を再整理していくことが必要。

鉄道駅、バス停

からの距離で定義

時間帯別の便数、

地域特性等、

新たな要素も考慮

タクシーの配車時間等

も新たに考慮

■ 現況の公共交通人口カバー圏域・公共交通空白地域

≪R6年度公共交通人口カバー率≫

タクシー営業所

R2人口 構成比

北九州市全体 936, 597 100. 0%

公共交通カバー圏域 814, 040 86. 9%

空白地域 122, 557 13. 1%



注1：調査産業計のデータを「全産業平均」としている。
注2：「自動車整備」を除く各数値は、2020年から推計方法を変更し、

かつ、投稿者を含んでいる。
資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」、

（一社）日本自動車整備振興会連合会「自動車整備白書」
から国土交通省物流・自動車局作成

（４）担い手不足の解消

交通事業者の運転手の不足や高齢化が、公共交通の維持・確保に向けた喫緊の課題となっており、運転手の確保や省人化に向けた

取組を検討していくことが重要。

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 21

全国における交通事業就業者の数と年齢の推移 北九州市におけるバス運転手の年齢構成と不足状況

資料：令和7年度交通政策白書

≪自動車運送事業等における労働者の全国平均年齢≫

減少
傾向

≪全産業と交通事業の就業者数≫

担い手不足の解消に向けた検討が必要

・これまでよりも一歩踏み込んだ
運転手確保対策
(交通空白解消等官民連携「北九州モデル」)

・交通ＤＸを活用した労働環境の改善
(キャッシュレス決済、タクシー配車シス
テム、ＡＩオンデマンドなどを活用した
運行管理業務の効率化)

・日本版ライドシェア等の導入

・自動運転技術の導入支援 など

高齢化が
顕著

北九州都市圏の
タクシー運転手数

(人)

資料：北九州市、西鉄バス北九州

60歳以上は
全体の約3割

123人
減少

コロナ禍以降
935人減少

資料：北九州タクシー協会

全産業

交通事業

≪バス運転手の年齢構成≫ ≪バス運転手の不足状況≫

バス

タクシー

3,651 2,716 

935
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（４）担い手不足の解消

【取組事例】 交通空白解消等官民連携「北九州モデル」

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 22

交通空白解消に向けた
「北九州モデル」 始動！

～官民連携プロジェクト～

■共同記者会見（R7年）の模様

（北九州市、西鉄バス北九州（株）、
北九州タクシー協会・第一交通産業（株））

■ おでかけ交通に 「地域人材活用」
これまで交通事業者だけでは手が出せなかった
“地域”に対しても呼びかけを実施

（現状）交通事業者独自で運転手を募集していたが
コロナ禍以降、運転手の不足が加速

（対策）これまでよりも一歩踏み込んだ運転手確保対策が必要
⇒行政の信頼度・広報力に着目し、官民連携で運転手を募集

■ 業界を超えた運転手募集



（５）交通DXの推進

利用者が便利で快適に利用できる公共交通の実現のために、交通分野におけるDX（デジタル・トランスフォーメンション）の推進が必要。

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 23

全国での交通 の取組北九州市内での主な交通 活用事例

■自動運転バス実証実験

■AIオンデマンド交通の導入

アプリ等での配車予約と車両位置からAIがリアルタイムに最適な運行
ルートを決定するため、乗合をしつつ、概ね希望時間通り移動が可能。
任意に乗降ポイントを設定できるため、地域内移動を面的にカバー可能。

＜北九州空港～JR朽網駅＞

■ＭaaSの推進
＜MaaSアプリの利用促進＞

資料：国土交通省「地域交通のリ・デザインとAIオンデマンド交通について」

＜MaaSアプリによる
デジタル券の販売＞

■あいのりタクシーWEB予約システム

Ⅾ✕Ⅾ✕



（６）公共交通利用者数の確保（利用促進）

交通事業者の安定的な経営基盤を確保するため、公共交通利用者の増加につながる取組みを積極的に進めることが必要。

（特に将来の利用者を確保するため、利用促進には若者や女性の視点を取り入れていくことが必要）

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 24

公共交通の利用促進につなげる取組

■ＭＭ（モビリティマネジメント）の推進 ■チラシ・PR動画等による利用促進・啓発

＜乗車体験イベント＞ ＜PR動画＞＜PRチラシ＞

■利用促進に向けたサービスの展開

＜こどもぼうけんきっぷ＞ ＜こども50円バス＞

■おでかけ交通の利用促進

＜枝光地区の回数券販売会＞

＜環境意識啓発イベント＞＜出前講演＞



（７）市民・企業・交通事業者・行政の役割の変化と連携強化

「交通事業者」や「行政」のみならず、「市民」や「企業」が、それぞれの果たすべき役割を明確にするとともに、

それを十分に理解・認識し、一体的かつ主体的に取り組むこと（連携・共創）が重要。

計画改訂の方向性（課題解決に向けた取組の視点） 25

■関係各主体の連携・共創のイメージ

官民連携

交通
事業者

市 民

行 政

企 業

公共交通の積極的な利用
かしこくマイカー利用
環境問題への意識向上、
公共交通への理解
交通施策への積極的な関与
交通マナーの向上
生活スタイルの変容

運行サービスの維持と向上
担い手の確保
情報提供の充実
効率的な運行
乗り継ぎ利便性の向上
利用者の実情に応じたサービスの提供
事業者間相互の連携・役割分担
利用促進に向けた取組の実践

通勤手段としての公共交通の利用推進
交通施策への参画と実践
社会貢献への意識向上
輸送資源の共同利用
環境問題への取組

公共交通の現状・役割に関する
広報活動支援・啓発
施設整備、走行性向上、事業者間
の連携支援
地域の実情に即した事業方法の検討
・公的支援
担い手の確保に向けた支援
他分野の輸送資源の活用等に向けた支援
公共交通の利用促進に向けた支援

北九州モデル



計画改訂の方向性（改訂ポイントと基本方針・交通施策の実施方針の関係）

主要幹線の強化

幹線の維持

幹線と支線の
連携

タクシーの活用

他分野輸送資源
の活用

官民連携による
担い手の確保

各主体の連携
と共創

立地適正化計画
との連携

改訂のポイント 課題解決に向けた取組の視点

26

「主要幹線」の強化

「幹線」の維持 など

（２）地域の特性(まちなか・郊外部など)

に応じた交通のサービスレベル
の確保

（３）公共交通の維持・確保に向けた
公共交通ネットワークの再編と
交通モードの連携強化

（１）持続可能なまちを形成するため
の移動手段の確保

（４）担い手不足の解消

（７）市民・企業・交通事業者・行政
の役割の変化と連携強化

（５）交通DXの推進

（６）公共交通利用者数の確保
（利用促進）

公共交通を支える
道路環境の充実

市民生活を支える
交通ネットワーク

の維持・確保

方向性(案) 交通施策 (イメージ)

「幹線」と「支線」との接続強化

「地域交通」等の維持
(おでかけ交通の確保、他分野輸送資源の活用等)

ラストワンマイルへの対応

担い手不足の解消

公共交通の利用促進と啓発 など

利用者視点に立った
公共交通利用環境の整備

バリアフリーの推進 など

道路・交通環境の充実 など

まちの成長を促す
交通ネットワーク

の強化

安心して移動できるまち、サステナブルな成長を続けるまち など実現したいまち

利用者視点に立った
安心・快適な

利用環境の整備


